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【削減状況の自己評価】

石油化学系基礎製品製造業 11.9 13.4
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基準年度(平成 28 平成 29 目標年度(平成

382.400

千t

（該当事業者のみ記入）

年度)対象事業の名称

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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関連数値(平成 29

33
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指標の状況

・削減目標は、現時点で予定している削減案件を考慮して算出（原単位基準）。

(備考)最終年度である2021年度(平成33年度)は定期修理年度
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（●工場等の数 1 所 ●車両台数（②該当の場合）

（平成工場等の名称

377,575

388,280

年度)

岡山県倉敷市潮通三丁目１０番地

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

三菱ケミカル旭化成エチレン株式会社
100-0011

業種名：化学工業

石油化学系基礎製品製造業

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

水島工場

台）
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)年度排出量

427,310

）年度排出量
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東京都千代田区内幸町2丁目2-2

水島工場　生産管理課

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

本票作成

事業の
概　要
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

水島工場 （２９年度実施分）
エチレン塔インターリボイラー(3E-408)負荷調整による、プロピレン冷凍機
負荷削減（CO2削減達成量 2091t/年）

（今後実施予定分）
①製品メタン(RG)中のエチレン濃度増加調整による
　エチレン冷凍機の動力負荷削減（CO2削減見込量 317t/年）
②脱プロパン塔 塔圧低下調整による還流比低下に伴う
　リボイラー蒸気の削減（CO2削減見込量 405t/年）
③ガソリンストリッパー 塔底温度ダウンによる
　リボイラー蒸気の削減（CO2削減見込量 153t/年）
④分解炉Ｆ－１８０炉床／炉壁バーナー負荷最適化
　による燃料使用量削減（CO2削減見込量 247t/年）

　 無
県内で
の取組

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

2016年4月の会社設立以降、エネルギー管理体制の整備を進めてきており、エネルギー管理統括者に
副社長、エネルギー管理企画推進者に工場長を選任し、また工場部門の管理職・スタッフの中からエ
ネルギー管理者4名を選任し推進している。

その他

その他

県内で
の取組

　 無

　 無

　 無

【推進体制】

・旭化成と三菱化学の合弁会社として２０１６年４月三菱化学旭化成エチレン発足。２０１７年４月
三菱ケミカル旭化成エチレンへ社名変更。
・エチレン製造設備は旧三菱化学設備に集約、貯蔵設備は旭化成、三菱ケミカル各事業所内に有する
ため、エチレン製造設備＋貯蔵設備の合計値を、三菱ケミカル旭化成エチレン排出量として報告す
る。


